
［別紙④］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

ネットコミュニケ―ション・リテラシーの学習 

 グループや全体での意見交流に関する資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○嫌なことの順位が違うとトラブルを起こす原因となってしまうので、気をつけよ

うと思いました。そして、私にできることは、写真はできるだけ投稿しない。投

稿する場合は、相手の許可をきちんととるということだと思いました。トラブル

を起こしたくないので、自分ができることはしていこうと思いました。 

 

○この学習をして、④が１番いやと感じる人もいれば、④は別に何とも思わないと

感じる人もいました。だから、けんかにつながるのかもしれないと思いました。 

 相手の気持ちなどを考えて発言することが大事。自分が言われていやなことは言

わないことが大切。 

 

○ぼくはこの学習で、人の弱さが出ているなと感じました。なぜなら、あやまって

いればすんで、いじめにならなかったからです。それに、わたしはいじめてない

という責任のおしつけ合いもあったからです。これは、人のせいにしているのと

同じです。実際にあったことだから、ぼくはこんなことにならないように素直に

あやまろうと思いました。 

 

○私はこの学習で、ＳＮＳと人間関係には深いかかわりがあると思いました。ＳＮ

Ｓで仲良くなったり、悪くなったりすることが分かりました。だからこそ相手の

ことを考えてＳＮＳを使っていきます。 

 

子ども一人一人の嫌と感じる基準を可視化することで、同じ事柄であっても人に

よって嫌と感じたり、そう感じなかったりすることを捉えさせることできた。これ

により、子どもたちはＳＮＳとのかかわり方について考え、今後の生活に生かそう

とする姿勢につながった。 

児童の感想 

成 果 


